
医療法人 禄寿会 小禄病院では、患者さんの人権が公平に尊重される権利を保障し、身体

的・精神的に弊害をもたらす恐れのある身体的拘束等は、緊急やむを得ない場合を除き、

原則実施しないように努めています。

1.　身体的拘束の定義

　　　・患者の身体又は衣服に触れる何らかの用具を使用して身体を拘束し、その運動を

　　　　抑制する行動の制限。

　　　・本人の行動の自由を制限すること。

2.　身体的拘束等の最小化に向けた取り組み

　　　・身体的拘束等（4点柵含む）廃止に向けて常に努力する。

　　　・安易に「やむを得ない」で身体的拘束等（4点柵含む）を行わない。

　　　・職員全体の強い意志で医療・看護の本質を考える。

　　　・患者の人権、尊厳を最優先とする。

　　　・身体的拘束等（4点柵含む）廃止に向けて、多職種で検討し代替案等の手段を講

　　　　じることを怠らない。

　　　・緊急やむを得ない場合、患者・家族に丁寧に説明を行う。

　　　・身体的拘束等（4点柵含む）を行った場合、解除する努力を怠らない。

　　　・身体的拘束最小化委員会、身体的拘束最小化チームの設置。

　　　・身体的拘束最小化のための職員研修の実施。

3.　身体的拘束の実施状況

　　　・当院における身体的拘束の実施割合・推移は以下の通りです。
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